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町
民
が
主
役
の
町
づ
く
り
の
た
め
に�

おめでとう ございます�おめでとう ございます�おめでとう ございます�おめでとう ございます�新年あけまして�新年あけまして�新年あけまして�新年あけまして�

江
南
町
長
　
福
田
征
芳�

魅
力
あ
る
元
気
な
ま
ち
を
目
指
し
て�

江
南
町
議
会
議
長
　
篠
崎
長
司�

　
町
民
の
皆
様
　
明
け
ま
し
て
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。�

　
皆
様
に
は
、
ご
健
勝
に
て
希
望
に
満
ち
た
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。�

　
町
政
が
順
調
に
進
展
し
て
お
り
ま
す
こ
と
は
、
ひ
と
え
に
皆
様
方
の
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
の
賜
も
の
で
あ
り
、
心

か
ら
感
謝
と
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。�

　
私
は
、
昨
年
も
、
教
育
・
環
境
・
福
祉
を
重
点
施
策
に
掲
げ
て
、
町
づ
く
り
に
努
め
て
参
り
ま
し
た
。
主
な
も
の

は
、
長
年
の
懸
案
で
あ
り
ま
し
た
江
南
中
学
校
体
育
館
の
改
築
工
事
に
取
組
み
、
今
春
の
卒
業
式
は
真
新
し
い
体
育
館

で
行
う
予
定
で
す
。
ま
た
、
福
祉
の
面
で
は
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
江
南
荘
」
を
よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
に
利
用
し
て

い
た
だ
く
た
め
、
送
迎
循
環
バ
ス
を
運
行
し
た
ほ
か
、
南
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
増
築
を
行
い
ま
し
た
。
環
境
の
面
で
は
、
主
要
町
道
周
辺
の
山

林
下
刈
り
を
実
施
し
た
ほ
か
、
町
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
大
沼
公
園
整
備
事
業
を
進
め
ま
し
た
。
ま
た
、
市
街
化
区
域
に
つ
い
て
は
、
町
が
主
体
と
な

り
積
極
的
な
整
備
に
取
組
む
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。
既
に
、
道
路
四
路
線
の
測
量
調
査
と
排
水
事
業
計
画
の
調
査
に
着
手
し
て
お
り
ま
す
。�

　
一
方
、
景
気
の
停
滞
に
伴
い
税
収
の
落
ち
込
み
が
大
き
く
、
地
方
交
付
税
も
大
幅
に
減
額
が
見
込
ま
れ
る
な
ど
、
江
南
町
も
厳
し
い
財
政
状
況
に

直
面
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
現
状
に
お
い
て
、
私
は
江
南
町
の
将
来
を
真
剣
に
考
え
た
結
果
、
熊
谷
市
、
妻
沼
町
、
大
里
町
と
の
一
市
三
町
の
合

併
に
よ
る
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
が
必
要
で
あ
る
と
の
判
断
を
い
た
し
ま
し
た
。
昨
年
三
月
に
合
併
協
議
会
設
置
を
議
会
で
可
決
い
た
だ
き
、
四
月
か

ら
設
置
さ
れ
た
法
定
合
併
協
議
会
に
お
い
て
、
鋭
意
、
事
務
事
業
の
調
整
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
町
の
将
来
を

決
定
す
る
極
め
て
重
要
な
事
項
を
、
町
長
と
議
会
だ
け
の
意
思
で
判
断
す
る
の
で
は
な
く
、
最
終
的
に
は
、
町
民
の
総
意
を
、
住
民
投
票
で
問
う
こ

と
と
い
た
し
ま
し
た
。
昨
年
十
二
月
の
議
会
へ
「
合
併
の
是
非
を
問
う
住
民
投
票
条
例
」
を
提
案
し
可
決
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
今
年
の
一

月
か
ら
二
月
か
け
て
住
民
対
話
集
会
を
開
催
し
、
江
南
町
の
現
状
や
将
来
展
望
な
ど
を
ご
説
明
し
、
三
月
中
に
住
民
投
票
を
実
施
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。�

　
さ
て
、
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
わ
り
、
私
も
町
長
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
早
く
も
三
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
残
す
任
期
は
一
年
を

切
り
ま
し
た
が
、
皆
様
の
期
待
に
応
え
「
暮
ら
し
生
き
生
き
江
南
町
　
快
適
環
境
都
市
」
の
実
現
の
た
め
に
全
力
を
尽
く
し
て
参
り
ま
す
。
ま
た
、

今
年
は
、
埼
玉
国
体
の
馬
術
競
技
が
本
町
を
会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
す
が
、
町
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
と
町
の
良
さ
を
知
っ
て
い
た
だ
く
絶
好
の
機

会
と
考
え
、
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協
力
に
よ
っ
て
成
功
さ
せ
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
引
続
い
て
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。�

　
結
び
に
あ
た
り
、
平
成
十
六
年
が
皆
様
方
に
と
り
ま
し
て
、
幸
多
き
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
い

た
し
ま
す
。�

平
成
十
六
年
　
元
旦�

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
平
成
十
六
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、
町
議
会
を
代
表
い
た
し
ま
し
て
、
謹
ん

で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。
町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
家
族
お
揃
い
で
、
ご
健
勝
に
て
輝
か
し

い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
か
ら
議
会
に
対
し
ま
し
て
、
温
か
い
ご

支
援
・
ご
理
解
を
賜
わ
り
、
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
私
事
で
恐
縮
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
第
二
十
七
代
の
議
会
議

長
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
に
と
り
ま
し
て
、
誠
に
光
栄
で
あ
り
ま
す
と
と
も
に
、
そ
の
責
任
の
重
さ
を

痛
感
し
て
お
り
ま
す
。�

　
さ
て
、
昨
年
は
、
長
引
く
経
済
不
況
に
追
い
討
ち
を
か
け
る
よ
う
に
、
六
月
以
降
の
低
温
、
長
雨
、
日
照
不
足
等
の

異
常
気
象
が
水
稲
を
は
じ
め
果
樹
等
農
作
物
全
般
に
わ
た
っ
て
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
、
農
家
経
済
は
も
と
よ
り
地
域
経
済
に
深
刻
な
影
響
を
与

え
ま
し
た
。�

　
明
る
い
話
題
と
い
え
ば
、
江
南
南
サ
ッ
カ
ー
少
年
団
が
第
二
十
七
回
全
日
本
少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会
に
お
い
て
、
埼
玉
県
代
表
と
し
て
、
全
国
の
強

豪
を
相
手
に
見
事
優
勝
し
、
全
国
に
江
南
町
の
名
前
が
知
れ
渡
り
、
大
変
名
誉
な
こ
と
と
喜
ん
で
お
り
ま
す
。�

　
さ
て
、
本
町
は
、
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
に
あ
っ
て
も
、
健
全
財
政
を
基
本
に
、
教
育
・
福
祉
・
環
境
を
重
点
施
策
と
し
て
、
順
調
に
発
展
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。
昨
年
は
、
南
小
学
校
体
育
館
の
完
成
、
そ
し
て
今
年
は
江
南
中
体
育
館
の
完
成
を
間
近
に
控
え
、
更
に
大
沼
公
園
の
整
備
事
業
が

三
ヵ
年
の
継
続
事
業
と
し
て
取
り
組
ま
れ
、
今
年
中
に
は
完
成
す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
今
年
は
第
五
十
九
回
国
民
体
育
大
会
馬
術
競
技
会
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
現
在
着
々
と
整
備
が
進
み
、
五
月
に
は
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
、
十
月
に
は
本
大
会
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
是
非
と
も
町
民
皆
様

の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
素
晴
ら
し
い
大
会
に
な
り
ま
す
よ
う
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。�

　
そ
れ
か
ら
、
町
民
の
皆
様
方
の
関
心
は
、
一
市
三
町
に
よ
る
合
併
問
題
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
現
在
、
新
市
建
設
計
画
の
策
定
に
向
け
、
ま
ち

づ
く
り
の
理
念
や
将
来
都
市
像
な
ど
の
新
市
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
す
基
本
方
針
と
し
て
の
新
市
将
来
構
想
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。�

　
し
か
し
な
が
ら
、
町
の
将
来
に
重
大
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
か
ら
、
十
二
月
定
例
議
会
で
住
民
投
票
条
例
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
各
行
政
区

に
お
い
て
対
話
集
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
が
、
合
併
を
決
め
る
の
は
、
行
政
で
も
議
会
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
町
民
皆
様
が
決
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。�

　
二
十
一
世
紀
は
分
権
の
時
代
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
補
助
金
削
減
、
そ
れ
に
見
合
う
税
源
の
移
譲
、
地
方
交
付
税
見
直
し
を
同
時
に
進
め
る
三
位

一
体
の
改
革
が
、
よ
う
や
く
動
き
出
し
ま
し
た
。�

　
今
後
、
活
発
に
議
論
が
交
わ
さ
れ
て
、
分
権
時
代
に
相
応
し
い
市
町
村
の
将
来
像
が
見
え
て
く
る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
議
会
と

い
た
し
ま
し
て
は
、
町
の
意
思
決
定
機
関
と
し
て
、
議
会
の
果
た
す
役
割
と
責
任
を
自
覚
し
、
住
民
全
体
の
福
祉
向
上
と
地
域
社
会
の
活
力
あ
る
発

展
を
目
指
し
て
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。�

　
結
び
に
あ
た
り
、
今
年
も
、
町
民
の
皆
様
方
に
と
り
ま
し
て
、
健
康
で
幸
多
き
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
新
年
の
ご

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。�

平
成
十
六
年
　
元
旦�
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期日前投票制度がはじまりました�期日前投票制度がはじまりました�期日前投票制度がはじまりました�
　公職選挙法の一部が改正され、新たに「期日前投票制度」が創設されました。�

　この制度により、従来の不在者投票のように、投票用紙を封筒に入れて署名するといった手続きが

不要になり、投票がしやすくなります。�

○対象となる投票………………選挙人名簿登録地の市町村で行う投票�

○投票期間………………………選挙期日の公示日または告示日の翌日から選挙期日の前日まで�

○投票時間………………………午前８時30分から午後８時まで�

○投票場所………………………期日前投票所（江南町では、役場を予定しています。）�

○投票できるかた………………選挙期日に、仕事や旅行、レジャー、冠婚葬祭などの用務があり、�

　　　　　　　　　　　　　　投票所に行けない見込みのかた。�

○従来の不在者投票について…選挙人名簿登録地以外の市町村や病院、老人ホームなどでの不在�

　　　　　　　　　　　　　　者投票は今までどおり行われますが、投票開始日が【選挙期日の�

　　　　　　　　　　　　　　公示日または告示日の翌日】となりますので、ご注意ください。�

期日前投票制度のあらまし�

問合せ　江南町選挙管理委員会　℡５３６－１５２１　内線３１２　�



コバトン記者の国体レポート�
　新年あけましておめでとうございます。�

�いよいよ今年は埼玉国体が本番を迎える年です。そ

こでみなさんにより楽しく観戦していただくために、

今回と来月はみなさんに馬術の各種目の具体的ルール

などについてご説明します。�

第７回�

５�

お知らせ　コバトングッズ好評販売中!!�
�以前もご案内いたしましたが、現在彩の国まごころ国体の開催経費にあてる

ための募金をお願いしております。役場およびピピアに設置されている募金箱

による募金のほか、募金グッズ（大会マスコット「コバトン」のグッズをお買

い上げいただくと、その売上が国体の募金になるというものです。）を役場国

体推進室にて販売しておりますので、みなさんのご協力をお願いいたします。�

問合せ　役場国体推進室　℡536-1521　内線132

★レポート★「競技の見方（１）馬場馬術競技」�
　国民体育大会で行われる馬術競技では（１）馬場馬術競技（２）障害飛越競技（３）総合馬術競技の３

つに大別されます。�

　そこで今回はまずその中のひとつである馬場馬術競技についてご説明いたします。馬場馬術とは、長方

形（20ｍ×60ｍ）の馬場内で三種の歩き方である常歩（なみあし）、速歩（はやあし）、駈足（かけあし）

で躍動感に満ちたさまざまな運動を演じるものです。前進・停止・後退をかけたり、あるいは、直進・斜め・

円形・波形に馬を進めたりして、馬の調教レベル、騎手の技量を競います。�

　そしてルールブックによれば、馬場馬術の目的は、「馬の体位の向上と調教技

術の進展を調和させながら伸ばしていくことにある。その結果、馬は沈着な動き

や屈とう姿勢、のびのびとした前進性、内方姿勢といった数々の上達を見せ、騎

手の指示に注意深く敏しょうに従い、自信に満ちた演技を見せるようになる。そ

こに人馬一体の妙技が出来上がっていくのである」とあります。かみ砕いていえ

ば、馬の持っている、さまざまな能力を調教によって引き出すことで、あたかも、

馬がみずから進んで要求された運動課目を行うかのようになるということです。�

　そこで、良い演技というのは、騎手が『やらせている』のではなく、馬が『楽

しんでいる』ように見えるものであるということが出来ます。騎手も力いっぱい

引っ張ったり、蹴っ飛ばしたりしながら馬を無理やりに動かすのではなく、「ど

うやって合図をしたんだろう」と思える演技をしたいと努力しているのです。�

　馬場馬術競技には、決められた経路にしたがって運動を行う規定演

技と、演技方法の構成や音楽の選曲を各自で考え、規定時間内で演技

する自由演技とがあります。規定演技の採点の基準は、力強く躍動感

あふれる運動で、規定どおりの図形を正しく流れるように描き、しか

も優美さが感じられるように行われているかであり、一方自由演技の

採点の基準は①技術点（必修課目を必ず行う）と、②芸術性評価点（芸

術的印象、音楽的印象、演出構成など）の合計となります。�

　すずしい顔をしてすごいことをする、人馬一体の馬場馬術の醍醐味

をぜひ、お楽しみ下さい。�
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市町村合併情報コーナー�市町村合併情報コーナー�市町村合併情報コーナー�
その９�

　合併協議会において、新市将来構想が策定されました。今月はこの新市将来構想についてご説明します。�

　この新市将来構想は、江南町、熊谷市、大里町、妻沼町が合併して新しい市となった場合に目指すまちづくり

の大きな方向性、合併で期待される効果や懸念される事項の解決方法を検証し、地域住民の皆さんに自らの問題

として合併を考えていただくことを目的としています。�

　合併協議会の中に協議会委員の代表からなる新市建設計画等策定小委員会を設置し、１市３町各々の最上位計

画である総合振興計画を踏まえるとともに、住民アンケート調査、有識者ヒアリング、行政担当者ヒアリングな

どを実施し、住民の皆さんが合併に対して何を期待しているか、どのようなまちづくりを望んでいるのか、など

を把握したうえで、その内容を十分反映するよう検討し、協議会で審議のうえとりまとめました。�

　検討の流れは以下のようになります。 

第一章　社会的背景からみた１市３町の合併の必要性�

　ここでは、現代社会において市町村合併が必要である原因について説明しています。�

第二章　１市３町の現況�

�ここでは、１市３町についての人口や産業構造の現況や大まかな行政サービスの相違点などを記載しています。�

第三章　１市３町の合併による効果�

�ここでは、合併することにより期待されること、合併により懸念される事項と対応方法を検討しています。�

第四章　将来予測�

�ここでは、人口、財政について推計し、将来予測をしています。�

第五章　新市の将来都市像�

�ここでは、１市３町が対等な立場で協議し、地域の均衡ある発展を目指すため、それぞれの市町において育ま

れてきた歴史・文化・伝統などを尊重しながら、活力と魅力にあふれ、住民にとって安全・安心な暮らしやすい

まちをめざし、行政改革を積極的に進め、住民福祉の向上のために地方分権時代に対応できる人材育成と行政組

織体制の整備を図るという新市建設に向けての考え方や理念を述べています。�

　基本理念としては自立・共生、安全・安心、活力、住民と行政の協働とし、これらを踏まえた都市将来像を�

「みんなで創る　自立・安心・元気なまち」～県北拠点都市のさらなる飛躍をめざして～としました。�

　最後はまちづくりの分野を①ひと・文化、②産業、③保健・福祉・医療、④住民・行政、⑤生活環境・自然環境、

⑥社会基盤の６分野に設定し、さらに分野ごとの将来像を掲げてそれを実現する方向性を示しています。�

　新市建設計画は合併に際し、住民や議会に対して合併市町の将来に対するビジョンを示し合併の適否の判断材

料となるものであり、合併市町のマスタープランとしての役割を果たすものです。同時に合併後概ね５～10年程

度の期間について財政計画を定めます。�

��

住民投票条例が施行されます。～皆さん、必ず投票しましょう！�
　先日招集された12月議会において、「江南町が熊谷市、大里町及び妻沼町と合併することの是非を問う住民投

票条例」が可決され、施行されることとなりました。この条例は１市３町の合併の是非について町民の皆さんの

意思を確認することを目的としています。�

住民投票の期日　条例の施行の日から50日以上を経過した日で町長が定める日�

　　　　　　　 （詳しい期日は決定後広報こうなんでお知らせします。)�

投票資格者　投票日に江南町に住所を有するかたで、①投票日において満18歳以上の日本国籍を有するかたで告

　　　　　　示日の前日において引き続き３ヵ月以上江南町に住所を有するかた。②投票日において満18歳以上

　　　　　　の永住外国人で、外国人登録法に規定する外国人登録原票に登録されている居住地が江南町であり、

　　　　　　この期間が告示日の前日において引き続き３ヵ月以上のかた。町の将来を決める大事な１票です。�

　　　　　　必ず投票しましょう。�

 合併協議会開催のお知らせ�
　合併協議会の第７回会議が以下のとおり開催されます。

会議は傍聴できます。�

�日時　平成16年１月27日（火）午後１時３０分から�

�場所　大里町コミュニティセンター�

　傍聴できる人員　50名 (先着順　但し、開会30分前に

　　　　　　　　　  定員に達した場合は抽選）�

�詳しくは合併協議会事務局または役場企画財政課

へお問い合わせください。�

�

�問合せ　役場企画財政課　℡536-1521　内線321�

�　　　　合併協議会事務局　℡529-2733

新市将来構想がまとまりました�

住民意向や要望等�

県が実施する事業等� 広報�

新市建設計画等策定�

小委員会�

①まちづくりの理念、将来都市像�
②合併の効果と課題�

①新市建設計画の基本方針�
②根幹となる事業�
③公共的施設の統合整備�
④財政計画�

1市3町の総合振興計画�

まちづくりのビジョン�

ビジョンを実施するための方策�

A住民の皆さんに合併を自らの問題として考えていただくためのものです！�

A５章だての本文と参考資料からなっています。�

Aこの基本構想を実現するための方策である新市建設計画を策定します。�

A１市３町の総合振興計画、アンケート調査などによる住民の皆さんのご意見を反映しました！�

新市将来構想�

財政計画�

新市建設計画�

Q 新市将来構想ってなに？�

Q どのように策定したの？�

Q 内容を教えて！�

Q 将来構想で新市の大まかな方向性は分かりましたが、具体的な計画は示されないのですか？�
�
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20歳になったら国民年金�

新成人のためのＱ＆Ａ�新成人のためのＱ＆Ａ�新成人のためのＱ＆Ａ�
　20歳になったみなさん、今日からあなたも国民年金１年生です。自営業のあなたも、学生のあなたも、家

事手伝いのあなたも日本に住む20歳以上の人はみんな国民年金に加入します。（もし加入していなかったら

今すぐ役場福祉課へ届出を）�

　「コクミンネンキン？関係ないよ！」と思われるかもしれませんが、日本は今や世界一の長寿国。長い人

生の間には、何が起こるかわかりません。そんなときこそ、あなたを力強くバックアップしてくれるのが国

民年金です。�

ここが知りたい！が知りたい！�
国民年金国民年金�

ここが知りたい！が知りたい！�
国民年金国民年金�

ここが知りたい！�
国民年金�

●�●�●�●�●�

年金は歳をとったときだけしか�
もらえないんでしょ？�

A．�　それだけではありません。高齢になってから

受け取る老齢基礎年金の他にも、障害基礎年金

や遺族基礎年金があります。若くして万一のこ

とが起こったときでも、年金は経済的に保障し

てくれるのです。ただし、保険料を納めていな

かったり、保険料の免除や学生納付特例の承認

を受けていないときはこうした年金が受けられ

ない場合がありますので、注意しましょう。�

Ｑ1　�

？�保険料は何年くらい納めるの？�

A．�　国民年金は20歳から60歳になるまでの40年

間保険料を納め、満額の老齢基礎年金が受けら

れます。40年に足りない場合はその分だけ減額

されます。また、年金を受けるためには最低25

年の納付済期間（保険料免除期間・学生納付特

例期間・任意加入できる期間を加入しなかった

期間を含む）が必要です。�

Ｑ3　�

？�学生であったり、どうしても納められ�
ないときはどうすればいいの？�

A．�　学生であっても日本に住む20歳以上60歳未

満のかたは国民年金に加入する義務があります。

学生で一定の収入に満たない場合は「学生納付

特例制度」が適用されます。これは、申請して

承認されると在学期間中の保険料が後払いでき

るもので、特例期間の後、10年間は保険料をさ

かのぼって納付（追納）することができます。

追納しなかった場合、年金の受給資格期間とし

ては認められますが、将来受け取る年金額には

反映されません。学生以外のかたで収入が少な

いかたは、「保険料免除制度」があります。詳

しくは役場福祉課または熊谷社会保険事務所に

ご相談ください。�

Ｑ2　�

？�これからの世代は納めるほうばかりが�
多くて、払い損になってしまうのでは？�

A．�　国民年金は本来損得の観点から見るべきもの

ではありませんが、あえて計算しても、平均的

な寿命まで生きた場合には、支払った保険料の

総額より生涯受け取る年金額の方が大きく、決

して払い損にはなりません。�

Ｑ4　�

　　　老齢基礎年金�

�　　(40年納付した場合)　�

�　　障害基礎年金(1級)　 　 996,300円　�

�　　　　　　　　(2級)　     797,000円�

　　　遺族基礎年金�

�　　(子1人のある妻)　�

�　　　　　　　　　　　※平成15年度額�

797,000円�

1,026,300円�



９�

　老齢の年金を受けている人に、社会保険業務センターから『公的年金等の源泉徴収票』が１月末までにお手元に

届くように送付されます。�

　源泉徴収票に記載されている平成１５年中の支払金額（２月定時支払から１月随時支払い分）は、介護保険料を

天引きする前の金額となり、実際の支払額とは異なりますのでご注意ください。（記載されている介護保険料は社

会保険料として源泉徴収税額の計算対象から控除されています。）�

　この源泉徴収票は、所得税の確定申告の際に添付書類として必要となりますので大切に保管しましょう。�

　なお、２つ以上の公的年金等の支払者に扶養親族等申告書を提出されているかた、給与等の所得があるかたは、

確定申告を行う必要があります。また、源泉徴収で受けられなかった控除（生命保険料や医療費など）があるかた

は、還付を受けるために確定申告を行うことができます。�

　紛失された場合は、住所地を管轄する社会保険事務所で再交付を受けることができます。�

※遺族年金・障害年金を受けているかたには税金がかかりませんので、源泉徴収票は送られません。�

　年金週間に公的年金の周知・啓発、年金教育の一環として実施された第34回埼玉県ねんきん書道
コンクールに江南北小学校の児童、江南中学校の生徒が入賞しました。�
�
　　埼玉社会保険事務局長賞　江南北小学校６年　石田紗也佳さん�
�　銀賞　江南中学校１年　橋本香織さん�
�　銀賞　江南中学校３年　石田友美さん�
�　銅賞　江南中学校１年　駒井英里さん�

　若い人たちのなかには「年金なんてまだ先のこと・・・」「どうせもらえないんだから・・・」と考える

かたがいるようですが、公的年金は国が長期的な見通しのもとに責任をもって運営している制度ですから年

金がもらえないということはありません。�

　年金が危ぶまれる情報を耳にすることがありますが、少子高齢化に備えて基礎年金の国庫負担を３分の１

から２分の１に引き上げる予定もあり、給付と負担のバランスを保つため制度改正を行いながら運営してい

きますので、私たちの年金は確実に守られます。�

　むしろ、年金不安の声を鵜呑みにして、個人年金や貯蓄だけに頼ってしまうと、予測不可能な経済変動に

たえられず危険です。「どうせもらえないから納めない」というあなた！老後に無収入という人がたくさん

いる社会が想像できますか！自分が無収入の老人になることを想像できますか！�

　そういう社会にならないため、しないためにも、自分自身の将来、とくに老後のことにも目を向け、一度

は真剣に「年金」と向き合ってみてください。�

　国民一人ひとりの老後を守る唯一の仕組みである「社会全体で世代間扶養」。この考え方を正しく理解し、

公的年金を守り育てていきましょう。�

～老齢年金受給者のみなさまへ～�

源泉徴収票が送付されます�

お知らせ�

わかってほしい、公的年金の大切さ�

問合せ　役場福祉課　　　　　℡５３６－１５２１　内線１２３�
�　　　熊谷社会保険事務所　℡５２２－５２１１�
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次の方々が受章されました。心からお慶び申し上げます。�

文部科学大臣表彰・江南町表彰�

文
部
科
学
大
臣
表
彰�

福島壮吉さん�
　町体育指導委員として、22年
間にわたり町の生涯スポーツの振
興と発展に尽くされ、文部科学大
臣表彰を受章されました。　�

自
治
功
労�

柴田清次さん�
　町議会議員として、７期28年
間にわたり町の発展と充実に寄与
した功績によって、江南町表彰を
受章されました。�

自
治
功
労�

篠田正勝さん�
　町議会議員として、４期16年
間にわたり町の発展と充実に寄与
した功績によって、江南町表彰を
受章されました。�

自
治
功
労�

持田知丈さん�
　町議会議員として、４期16年
間にわたり町の発展と充実に寄与
した功績によって、江南町表彰を
受章されました。�

自
治
功
労�

岡田政秋さん�
　町議会議員として、３期１２年
間にわたり町の発展と充実に寄与
した功績によって、江南町表彰を
受章されました。�

自
治
功
労�

自
治
功
労�

尾島　茂さん�
　町議会議員として、３期12年
間にわたり町の発展と充実に寄与
した功績によって、江南町表彰を
受章されました。�

自
治
功
労�

上杉　正さん�
　町公平委員として、５期20年
間にわたって公正な人事権の保障
と職員の利益保護のために尽くさ
れました。�

自
治
功
労�

今井　明さん�
　町助役として、３期12年間に
わたり前町長の補佐役とし、町の
発展と充実のために寄与されまし
た。�

吉澤淳次さん�
　町議会議員として、３期12年
間にわたり町の発展と充実に寄与
した功績によって、江南町表彰を
受章されました。�
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江南町バドミントン大会�

　12月７日（日）に町民体育館において、第33回江南町バドミ

ントン大会が開催されました。大会には地元だけでなく近隣市

町からも多数の参加者があり、総勢62組、124名の参加となり

ました。競技は男子２クラス、女子３クラスでの個人ダブルス

戦でそれぞれ優勝を争いました。近年、地元チームは近隣市町

の台頭でなかなか優勝の機会に恵まれませんでしたが、今大会

では一般女子Ｃの部で江南めだかクラブの野口、宮口組が決勝

に進出し、接戦の末、見事に優勝の栄誉に輝きました。�

町民歩け歩け大会�

　11月23日（日）第29回町民歩け歩け大会が、町内11.4㎞の

コースで189名の参加により行われました。天候も穏やかな秋

晴れに恵まれ、ゆっくり楽しみながら歩くことで、参加者も

心地よい汗を流しました。コース途中の南小学校では、宝さ

がしや小学生・一般参加者対象のウルトラクイズで楽しみま

した。�

成沢屋台囃子保存会�

　７月の上旬から子どもたちに祭囃子を継承するた

め、神社社務所内で練習を行い、伝統文化の継承と

子どもたちの情操教育の一環として活動しています。�

板井屋台囃子保存会�

　地区の祭りと伝統を守り、後継者を育成するため、

月２回の練習を行い、地域文化の継承に大いに貢献

しています。�

　平成15年度文化ともしび賞に江南町から２団体が受賞されました。�

　この賞は、地道な文化活動を続け地域の文化に向上している個人および団体に贈られるものです。�

受賞おめでとうございます�
～文化ともしび賞～�
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去
り
ぬ�

�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
井
　
政
男�

こ�

ち�
ら�

保�
健�

師�
で�
す�

　
江
南
町
で
は
、
年
間
約
八
〇
人
の
赤

ち
ゃ
ん
が
誕
生
し
て
い
ま
す
。
数
年
前

ま
で
は
年
間
一
〇
〇
人
近
い
出
生
が
あ

り
ま
し
た
が
、
年
々
少
な
く
な
っ
て
お

り
少
子
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。�

�

そ
こ
で
、
町
で
は
未
来
を
担
う
子
ど

も
を
元
気
に
出
産
し
て
い
た
だ
こ
う
と

母
親
学
級
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
母
子

手
帳
を
申
請
さ
れ
た
か
た
を
対
象
に
通

知
い
た
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
参
加
し
ま

せ
ん
か
。
妊
婦
さ
ん
同
士
で
お
友
達
を

作
っ
た
り
、
色
々
な
情
報
交
換
も
で
き

楽
し
い
教
室
で
す
。
（
四
日
間
の
シ
リ

ー
ズ
で
す
。
）�

�
�●

お
産
の
話
や
調
理
実
習
が
あ
り
ま
す�

　
一
日
目
は
、
助
産
師
が
実
際
の
お
産

の
準
備
の
こ
と
や
経
過
の
こ
と
を
具
体

的
に
お
話
し
ま
す
。
二
日
目
は
、
栄
養

士
に
よ
る
妊
娠
中
の
食
生
活
に
つ
い
て

の
講
話
と
調
理
実
習
が
あ
り
ま
す
。�

　
参
加
者
同
士
お
し
ゃ
べ
り
を
し
な
が

ら
楽
し
く
実
習
し
ま
し
ょ
う
。�

●
赤
ち
ゃ
ん
を
お
風
呂
に
入
れ
て
み
る�

　
三
日
目
は
、
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
の

世
話
の
仕
方
や
育
児
に
つ
い
て
具
体
的�

に
保
健
師
が
話
を
し
ま
す
。
さ
ら
に
実

際
に
沐
浴
人
形
を
使
っ
て
赤
ち
ゃ
ん
を�

お
風
呂
に
入
れ
る
実
習
を
し
ま
す
。
上

手
に
入
れ
ら
れ
る
か
、
ち
ょ
っ
と
ド
キ

ド
キ
し
な
が
ら
の
実
習
で
す
が
出
産
前

に
体
験
し
て
お
く
と
い
い
で
す
ね
。�

�

●
お
母
さ
ん
の
心
の
健
康
も
大
切�

　
生
ま
れ
て
き
た
赤
ち
ゃ
ん
は
、
小
さ

く
、
本
当
に
か
わ
い
い
で
す
ね
。
で
も
、

初
め
て
の
子
育
て
で
は
と
ま
ど
う
こ
と

が
多
い
も
の
で
す
。
ま
ず
は
、
誕
生
を�

夫
婦
で
喜
ぶ
こ
と
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
ょ
う
。
四
日
目
の
母
親
学
級
は
心
理

士
に
よ
り
、
お
母
さ
ん
の
こ
こ
ろ
の
健

康
づ
く
り
と
い
う
テ
ー
マ
で
お
話
が
あ

り
ま
す
。
あ
な
た
の
心
の
中
の
不
安
な

気
持
ち
を
癒
し
て
く
れ
ま
す
。�

※
日
程
は
、
一
月
十
六
日(

金)

、
一
月

二
十
三
日(

金)

、
一
月
三
十
日(

金)

、

二
月
五
日(

木)

の
四
日
間
と
な
り
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
案
内
を
送
ら
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。�

����������

男
性
の
料
理
教
室
の
お
知
ら
せ�

日
時
　
一
月
十
五
日
（
木
）�

　
　
　
午
前
十
時
〜�

場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー�

�

男
性
の
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
く�

�

だ
さ
い
。�

問
合
せ
　
役
場
福
祉
課�

�

　
　
　
℡
五
三
六
ー
一
五
二
一�

�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
線
一
二
二�



13

日�

�

4�

11�

18�

25

月�

�

5�

12�

19�

26

火�

�

6�

13�

20�

27

水�

�

7�

14�

21�

28

木�

1�

8�

15�

22�

29

金�

2�

9�

16�

23�

30

土�

3�

10�

17�

24�

31

１月のカレンダー�

・ 開館時間は午前9時～午後5時�
・ ○、◎ 休館日�
・ ◇ おはなし会　午後２時30分～3時�

～ 図 書 館 だ よ り ～ �

小学校１・２年生向け�

・ しゅくだいなくします！�

・ 大きなおなべのレストラン�

・ ぼくねこになる�

・ まじょのいのり�

・ ごきげんななめのてんとうむし�

・ ほねほねくんとなぞの手紙�

・ カボちゃんのわすれもの�

一般書� 一般書�

小学校３・４年生向け�

・ つるばら村のくるみさん�

・ 月からきたラブレター�

・ おっちょこチョイ姫�

・ およげるぞ！フタバスズキリュウ�

・ もも子・ぼくの妹�

・ ママがこわれた�

・ クジラのウォルドーと�

　 ココナツ島の魔女�

小学校５・６年生向け�

・ このすばらしい世界�

・ 寿司屋の小太郎�

・ ひみつの小屋のマデリーフ�

・ 三日月ジョリー�

・ 空へつづく神話�

・ 大空へ�

・ どうしてわかるきょうりゅう�

　 のすがた�

問合せ　江南町立図書館�
　　　　℡　536-6303

〈 新 着 図 書 案 内 〉 �

・ オレンジガール�

・ 調律師の恋�

・ 九一歳の人生論�

・ あこがれ�

・ あなたが怖い�

・ いい男の条件�

・ 美しく強く生きるワザ�

・ 親指さがし�

・ 快楽の封筒�

・ 学校の事件�

・ 結婚貧乏�

・ 断る技術�

（書名）�

ヨースタイン・ゴルデル�

ダニエル・メイスン�

日野原重明�

石川　啄木�

室井　滋�

ますい志保�

原　利栄�

山田　悠介�

坂東真砂子�

倉阪鬼一郎�

平　安寿子�

ブレイトマン�

（著者名）�

・ 美しく書くかなの年賀状�

・ 再婚の達人�

・ 失敗しない電子メール�

・ 再生か倒産か�

・ 殉情詩集�

・ 昭和を彩る人びと�

・ すぐに役立つ電気の省エネ�

・ すてきにバラ作り�

・ ちょっとおしゃれに田舎暮らし�

・ どんたく�

・ ベッカムファンが読む本�

・ わが家の花づくり365日�

（書名）�

奥江　晴紀�

岡野あつこ�

滝　栄子�

奈良　武�

佐藤　春夫�

笹本　恒子�

省エネルギーセンター�

高木　絢子�

奥脇　良一�

竹久　夢二�

金子　義仁�

主婦の友社�

（著者名）�

おはなし会�

日時　１月10日（土）・24日（土）�

　　　午後２時30分から�

場所　おはなしコーナー�

対象　２歳～小学校低学年位�

内容　絵本、紙芝居等�

　明けましておめでとうございます。今年も新しい書

誌情報を提供していきますので、皆様のご利用をお待

ちしております。�

・今年もお話ボランティアの人達が�

　楽しいお話を用意して待っています。�平成15年度　冬休み�
埼玉すいせん図書�
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く ら し の 情 報 �

議会事務局　　431�

総　務　課　　311・312・313�

企画財政課　　321・322・323�

町　民　課　　111・112・113�

福　祉　課　　121・122・123・124

内
　
線�

税　務　課　　151・152・153�

経　済　課　　251・252�

都市整備課　　231・232・241・242�

人権推進室　　221�

国体推進室　　131・132

出　納　室　　141�

教育委員会　　211・212・213・214�

水　道　課　　161・162�

社会福祉協議会　　410・411

役　場  ☎048-536-1521�
ピピア  ☎048-536-6262�
図書館  ☎048-536-6303

に教育委員会に参加費を添えてお申�

し込みください。申し込み受付は先�

着順で、定員になり次第締め切ります。�

　　江南町教育委員会�

　　☎536-1521　内線213�
�

�

�

�

日時　2月5日(木)、6日(金)の2日間�

　　　9:00～17:00　�

場所　江南町総合文化会館「ピピア」�

申込期間　1月13日(火)～1月27日(火)�

まで(土・日曜日を除く)9:00～17:00�

申込場所　熊谷地区消防本部予防課、�

中央消防署、妻沼消防署�

用意するもの　写真２枚(縦3㎝×横�

2.4㎝)証明用で６ヵ月以内に撮影し�

た無帽、無背景のもの�

費用　4,600円�

定員　130人�

　　熊谷地区消防本部予防課�

　　☎522-9991�
�

�

�

�

�

　２月１日から２月１５日までの間�

（土・日曜日、祝日は除く）税理士�

事務所において、給与および年金収�

入が６００万円以下のかたの還付申�

告相談と申告書の作成指導を無料で�

行いますので、関東信越税理士会熊�

谷支部事務局または最寄りの税理士�

事務所へ事前に電話連絡のうえ、ご�

利用ください。�

対象者　�

①年金を受けているかた�

②給与所得で医療費控除を受けよ�

　うとされるかた�

③年の途中で退職または就職され�

　たかた�

　　関東信越税理士会�

　　熊谷支部事務局　☎521-3312

　この大会は、社会福祉協議会が法�

人化して１５年目の記念すべき年に�

あたり、多年にわたり社会福祉事業�

の進展に功績のあった方々を表彰し、�

感謝の意を表すものです。�

日時　2月5日(木)14:00～�

場所　江南町総合文化会館「ピピア」�

内容　・社会福祉功労者の表彰�

　　　・大沢悠里さんによる講演�

　　江南町社会福祉協議会�

　　☎536-1521内線410

�

�

　江南町観光協会では、町の特産物�

や名所・名店などの情報を発信し、�

町をもっとよく知っていただくとと�

もに観光客の誘致を図りたいと計画�

しています。来年度は、国体馬術競�

技が開催され全国から注目されてい�

ることもあり、協会目的に賛同され�

るかたを会員募集することになりま�

した。個人でも法人でもお申し込み�

いただけますので、ご希望のかたは�

役場経済課までお問い合わせくださ�

い。�

　　江南町観光協会(役場経済課内)�

　　☎536-1521　内線252�
�

�

期日　2月7日(土)�

場所　宝台樹スキー場�

内容　インストラクターおよび町体�

育協会等の指導者によるスキー・ス�

ノーボード指導�

集合場所　江南町運動公園駐車場�

集合時間　5:00�

定員　80名(先着順)�

参加費　大人4,000円 子ども(中学�

生以下)3,000円  �

申込　1月7日(水)～1月16日(金)まで�

�

�

�

�

�

　女性のチャレンジは男性の元気・�

社会の活気～男女共同参画社会実現�

に向けて～�

期日　3月13日（土）�

場所　江南町総合文化会館「ピピア」�

内容　☆国体吹奏楽隊《仮称》（江�

�　　　南南小･北小･江南中の児童、�

　　　　生徒）による演奏12:20～�

�　　☆住田裕子さんによる講演�

　　　　13:00～�

�

�

�

�

�

�

�

入場料　無料�

※当日は臨時保育を行います。（事�

�前に申し込みが必要となります。）�

　　役場人権推進室�

�　☎536-1521　内線221�
�

１　南子育て支援センター�

日程　1月14日(水)�

�　　・体を使ったリズム遊び�

�　　1月21日(水)�

�　　・絵本の読み聞かせ�

�　　1月28日(水)�

�      ・節分製作�

時間　10:00～12:00�

　　南子育て支援センター�

�　☎536-0155�
２　ゆかり保育園（みんなの広場）�

日程　1月15日(木)�

�　　・製作�

�      1月22日(木)�

�　　・体操�

�　　1月29日(木)�

�　　・絵本の読み聞かせ�

時間　9:00～11:00�

　　ゆかり保育園　☎536-8597

　明書が必要です。）�

　　江南介護保険事務所(役場福祉課内）�

　　☎536-1521　内線123�
�

　警察署では、毎年1月10日を｢110�

番の日｣としています。�

　｢110番｣は、埼玉県内どこからか�

けても、警察本部通信指令室110番�

受理代につながります。110番を受�

けると、その内容をすぐに管轄警察�

署や近くのパトカー等に無線で連絡�

し、連絡を受けた警察署ではパトカ�

ーや交番等の警察官を現場に急行さ�

せ、事件事故を解決します。�

◎皆様にお願い�

　110番は緊急時の専用電話です。�

いたずら電話等で緊急時の110番通�

報の受理が遅れると、県民の皆さん�

に大変な迷惑が生じます。いたずら�

電話は絶対にかけないでください。�

相談ごとがあるかたは、熊谷警察署�

(℡526-0110)まで連絡してください。�

�

�

　財団法人道路サービス機構は、障�

害者のかたのＥＴＣご利用促進のた�

めに、申込みの先着順15万人のかた�

に対して購入費の一部としてお一人�

当たり10,000円を助成しています。�

申請書については役場福祉課で配布�

しています。（既に車載器をお持ち�

のかたも対象となります。）�

　　財団法人道路サービス機構　�

　　☎03-5458-5569�
�

　平成１５年分の所得税の確定申告�

は、２月１６日（月）～３月１５日�

（月）までです。今年の確定申告期�

間中は平日（月～金曜日）以外でも�

２月２２日と２９日の日曜日の２日�

間に限り、熊谷税務署会場のみで確�

定申告の相談・申告書の受付を行い�

ます。また、会場内、駐車場共に混�

雑が予想されますので、相談が必要�

なかたはなるべく早めにお越しいた�

だき、お車でのお越しはご遠慮くだ�

さい。�

　なお、この２日間は、深谷市コミ�

ュニティーセンター会場での確定申�

告の相談は行っておりませんので、�

ご注意願います。�

問　熊谷税務署　☎521-2905�
�

�

�

　町では、チャイルドシートの着用�

を推進し、６歳未満の幼児の死傷事�

故の防止を図るため、チャイルドシ�

ート購入費の一部を補助する事業を�

下記のとおり行っています。�

対象者　町内に住所を有する者で、�

町内に住所を有する６歳未満の幼児�

のために、国土交通省の定める安全�

基準に適合したチャイルドシートを�

購入されたかた。�

補助額　チャイルドシート購入金額�

の２分の１（1,000円未満切り捨て、�

限度額15,000円)�

支給方法　口座振込�

　　役場総務課�

　　☎536-1521　内線312　�
��

�

　国において平成１５年７月に「次�

世代育成支援対策推進法」が制定さ�

れ、各自治体が次世代育成支援のた�

めの具体的な「行動計画」を策定し、�

平成１７年度から実施することにな�

りました。�

　このため町では、「行動計画」の�

策定に向けて、町民の皆様の子育て�

支援に関する生活実態やご要望・ご�

意見などを把握するため、小学６年�

生以下のお子さんがいる全世帯を対�

象として「次世代育成支援に関する�

ニーズ調査」を実施することになり�

ました。ご多忙のことと存じますが、�

調査の趣旨をご理解いただき、ご協�

力くださいますようお願いいたしま�

す。�

　　役場福祉課�

　　☎536-1521　内線124

�

�

�

�

�

　日常生活で介護を必要とする６５�

歳以上のかたや、身体障害者手帳を�

お持ちのかたを対象に通院等の外出�

を支援するサービスがはじまりまし�

た。�

対象者　日常生活で常時介護を要し、�

かつ公共交通機関の利用が困難な下�

記のいずれかに該当するかた�

・６５歳以上のかた�

・身体障害者(下肢または体幹１級・�

　２級）�

料金　費用は月あたりの上限金額�

(15,000円分)の範囲内で、自己負担�

額は費用の１割です。また、上限を�

超えた金額は全額自己負担となります。�

申込　役場福祉課へ申請してくださ�

い。審査の後、利用決定通知書と利�

用者証を送付します。�

　　役場福祉課�

　　☎536-1521　内線123�
�

�

　平成１５年中に介護保険による要�

介護認定を受けておむつを使用され�

ているかたが、確定申告で医療費控�

除を受ける場合に、医師が発行する�

「おむつ使用証明書」に代わって、�

大里広域市町村圏組合が発行する�

「おむつ使用確認書」でも控除の対�

象と認められます。�

　ただし、次の要件を満たすことが�

必要です。�

・平成15年中に要介護の認定を受け�

　ていること�

・要介護認定のための主治医意見書�

　で、「寝たきり状態にあること」お�

　よび尿失禁の発生可能性が確認で�

　きること�

・おむつ代の医療費控除を受けるの�

　が、２年目以降であること（初め�

　てのかたは、従来どおり医師の証�

 問�

 問�

 問�

 問�

 問�

 問�

 問�

 問�

 問�

 問�

子育て支援事業１月の予定�

町民スキー・スノーボード�
教室参加者募集�

チャイルドシートの�
購入に補助金を�
交付しています�

次世代育成支援に関する�
ニーズ調査にご協力を！�

ＥＴＣ車載器の�
購入助成について�

熊谷税務署からのお知らせ�

税理士による�
還付申告無料相談�

おむつ代の�
医療費控除について�

外出支援サービスが�
はじまりました�

110番の日�

１月27日 (火）9：3 0～正午�

１月13日 (火）9：3 0～正午�

１月13日 (火）9：3 0～1 1：3 0

勤労福祉センター�

勤労福祉センター�

保 健 セ ン タ ー �

原則毎週水曜日・教育委員会へ申し込みください。�

日　　時� 場　　所�

行 政 ・ 心 配 ご と �

心 配 ご と ・ 結 婚 相 談 �

成 人 健 康 相 談 �

教 　 育 　 相 　 談 �

 問�

国体吹奏楽演奏と講演会�

�

甲種防火管理講習会�

江南町観光協会会員募集�

�

 問�

 問�

 問�

第２回江南町社会福祉大会の�
開催について�

�
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12,325�
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(±０)�

(＋９)�

(＋14)

広
報
こ
う
な
ん
は
、
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。�

人口と世帯数（12月１日現在）�

男�

女�

計�

世帯数�
（　　）内は前月比 

「すこやかさん」のコーナーへ�

  の投稿を募集しています。�

  お気軽に、役場総務課広報係�

  までご連絡ください。�

　 TEL 536-1521（内線312）�

編集・発行�
埼玉県大里郡江南町役場総務課�
〒360-0192　大里郡江南町中央1-1 ☎048-536-1521　URL http://www.town.konan.saitama.jp

平成14年11月８日生

　おもちゃのピアノとシロフォン
を叩いて遊ぶのが大好きです。

両親�{

�平成12年７月17日生�
�平成14年８月18日生�
�
�
　「たくとー」「おねえちゃーん」�
　２人で仲良くすくすく育ってね。�

両親�{

か
　 

な
ん�

　
原
　
果
楠  

ち
ゃ
ん�

笠
原
　
　
　 

ち
ゃ
ん�

拓
翔�

七
海�

江南町指定有形文化財�

　　　　　　　 「文殊寺山門」�

紹介 江南町の指定文化財�紹介 江南町の指定文化財�

　
一
日
の
仕
事
を
終
え
た
後
、
心
身

を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
る
入
浴
。
そ
の

効
果
を
上
げ
る
に
は
、
湯
温
や
入
り

方
に
ポ
イ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。�

�

休
む
前
に
入
浴
す
る
な
ら
、
三
八

〜
四
〇
℃
く
ら
い
の
湯
に
ゆ
っ
く
り

と
。
心
身
の
緊
張
を
ほ
ぐ
し
て
眠
り

に
つ
き
や
す
く
し
ま
す
。�

�

リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果
を
さ
ら
に
高
め

た
い
と
き
は
、
反
復
入
浴
が
お
す
す

め
で
す
。
最
初
に
サ
ッ
と
シ
ャ
ワ
ー

を
浴
び
て
か
ら
、
ぬ
る
め
の
湯
に
入

っ
て
四
〜
五
分
、
湯
か
ら
出
て
三
〜

四
分
、
ま
た
湯
に
入
っ
て
四
〜
五
分

と
い
う
の
を
計
三
回
繰
り
返
し
て
行

う
入
浴
方
法
で
す
。�

�

バ
ス
タ
ブ
か
ら
出
て
い
る
間
に
体

を
洗
っ
た
り
、
シ
ャ
ン
プ
ー
を
し
た

り
し
て
、
湯
に
つ
か
っ
て
い
る
間
は

簡
単
な
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
な
ど
を
す

る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。
湯
へ
の
出
入

り
を
繰
り
返
す
こ
と
に
よ
り
汗
が
た

く
さ
ん
出
て
、
体
も
芯
か
ら
温
ま
り

ま
す
。
入
浴
後
は
、
水
分
を
補
給
し

て
し
ば
ら
く
体
を
休
め
る
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。�

�

血
圧
が
高
い
人
、
貧
血
を
起
こ
し

や
す
い
人
な
ど
は
、
体
へ
の
負
担
が

少
な
い
半
身
浴
を
。
半
身
浴
は
三
八

〜
四
〇
℃
の
湯
に
み
ぞ
お
ち
か
ら
下

を
つ
け
る
入
浴
法
で
す
。
約
二
十
分

ほ
ど
つ
か
っ
て
い
る
と
、
発
汗
が
促

さ
れ
、
血
行
も
よ
く
な
り
ま
す
。
上

半
身
が
寒
い
と
思
っ
た
ら
乾
い
た
タ

オ
ル
を
羽
織
っ
て
く
だ
さ
い
。
防
水

ラ
ジ
オ
で
音
楽
を
聴
い
た
り
、
入
浴

剤
で
好
き
な
香
り
を
楽
し
ん
だ
り
し

て
の
ん
び
り
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。�

就
寝
の
前
に
リ
ラ
ッ
ク
ス
入
浴
法�
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　野原の文殊寺は、切戸・米沢の文
殊寺とともに日本三体文殊の一つに
数えられています。
　古くは五台山能満寺といい、天台
宗の寺院でしたが焼失し、室町時代
に比企郡高見の四つ山城主増田四郎
重富が再建し(文明15年：1843)、宗
門を曹洞宗に改めました。
　その後、文政11年（1828）に再び
火災にあい、当時の文殊寺を偲ばせ
る建物は、この朱塗りの山門だけと
なっています。
　本門は、3間1戸の八脚門で、屋根
は切妻造りで、現在は瓦葺となって
いますが、もとは茅葺でした。破風
板の下には大ぶりの飾り(懸魚：げぎょ)
が下がり、門中には仁王尊が対で配
されています。
所　在　地：江南町大字野原地内
所　有　者：文殊寺
指定年月日：1957年10月18日

一弘さん
環 さん（押切）

政行さん�
恵 さん（押切）�

な
な 

　
み�

た
く 

と�

文殊寺山門�

某�幸


